
１　職員の任免及び職員数に関する状況

（１）職員の競争試験による採用状況（令和７年度） （単位：人）

（注） 令和６年度中の採用試験の状況

（２）職員の退任状況（令和６年度） （単位：人）

（注） 医師、再任用職員、任期付職員、会計年度任用職員は除く

（３）職員数の増減（各年４月１日現在） （単位：人）

（注） １　職員数は正規職員、再任用職員、任期付職員、フルタイム会計年度任用職員（パート会計年度任用職員除く）の人数です。

　 　　２　(　 ）内は、フルタイムの会計年度任用職員の人数（内数）です。

　 　　３　[    ]内は、条例定数の合計です。会計年度任用職員（フルタイム）は含まれていません。

（４)年齢別職員構成の状況（令和７年４月１日現在）

２　職員の人事評価の状況

（注） 平成28年4月1日より導入しています。
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３　職員の給与の状況

（１）人件費等の状況（令和６年度）　

（注） 人件費にはフルタイム会計年度任用職員に支給される給料及び諸手当のほか、共済費、退職手当負担金、 議員委員

　　　に支給される報酬等を含みます。

（２）職員給与費の状況（令和６年度）　

       ２　職員数は、令和6年4月1日現在の人数です。（議員・委員は除く）

       ３　職員数及び給与費には、フルタイム会計年度任用職員を含みます。

（３）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和７年４月１日現在）

　　 　一般行政職

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

１ 　「平均給料月額」とは、令和7年4月1日現在における職員の基本給の平均です。

２

（４）職員の初任給の状況（令和７年４月１日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

各診療所事業特別会計 440,010,530 42,110,942 65,392,851 14.9
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　　Ａ Ｂ／Ａ　円

　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したも
のであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
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（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

（注） 当該階層の職員が3人以下の場合は、近似の階層の職員を含めた平均額です。

　　　 尚、近似の階層にも該当がない場合は、－印で示しています。

（６）一般行政職の級別職員数等の状況

　　　一般行政職の級別職員数の状況（令和７年４月１日現在）

　　　　　　　　％

（注） １　隠岐広域連合の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数です。

２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
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（７）職員の手当の状況

　① 期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（令和６年度） １人当たり平均支給額（令和６年度）

千円 千円

（令和６年度支給割合） （令和６年度支給割合）

期末手当　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分（ ）月分 （ ）月分（ ）月分 （ ）月分（ ）月分

〔 〕月分〔 〕月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

（注） １　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

　　　 ２  〔  〕内は、会計年度任用職員（フルタイム）に係る支給割合です。

 　　　３  支給割合は、人事院勧告及び構成団体の対応状況を参考に見直ししています。

　② 退職手当（令和７年４月１日現在）

 （支給率）　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年  （支給率）　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

 勤続２０年 月分 月分  勤続２０年 月分 月分

 勤続２５年 月分 月分  勤続２５年 月分 月分

 勤続３５年 月分 月分  勤続３５年 月分 月分

 最高限度額 月分 月分  最高限度額 月分 月分

 その他の加算措置

 1人当たり平均支給額（令和６年度実績）　　　 千円

職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　役職加算　5～15％

1.40

28.0395

1.05 1.40

隠岐広域連合

47.709

 定年前早期退職特例措置（2～45％加算）

47.709

47.709

39.7575

24.586875

33.27075

19.6695

2.10

47.70947.709

33.27075

5,978

47.709

24.586875

39.7575

島根県

2.50

1.25

2.502.402.10

1.00

28.0395

19.6695

国

（令和６年度支給割合）

―

国

2.10

職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　役職加算  　　5～20％
     管理職加算10～25％

1,731

隠岐広域連合

職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　役職加算　   5～20％
     管理職加算15～25％

2.50

1,618

1.00

2.00
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　③ 特殊勤務手当（令和７年４月１日現在）

(1) 支給実績（令和６年度実績） 千円

(2) 支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度実績） 円

(3) 職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度実績） ％

1

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13 医師

14

15

17

18

19

20

処遇改善手当
保健師、助産師、看護師、准看
護師、看護助手、仁万の里勤務
職員

看護等の業務に従事したとき
生活介護等の業務に従事したとき

保健師等　　　　月額9,000円
看護助手　　　　月額6,000円
仁万の里職員　月額9,000円

災害応急作業等手当

⑴　被災地において行う災害警備、遭難救助
又は医療の提供に関する作業に従事したとき
⑵　災害対策本部が設置された地方公共団体
の区域において行う災害応急対策に係る事務
等に関する作業に従事したとき

⑴の作業に従事した場合　日額840
円
⑵の作業に従事した場合　日額710
円

１当務につき２００円

離島診療看護師医療従事手当 診療看護師 離島の病院で医療に従事した時 月額50,000円

感染症の病菌に汚染されている区域において
行う患者の看護、搬送及び病菌の付着した物
件若しくは疑いのある物件の処理の業務に従
事した時

１日につき290円

消防職員

災害発生時及び行方不明者の捜索その他消
防長が認める作業に従事した時

夜間特殊業務手当
午後１０時から午前５時までの間に消防長が認
める通信業務に従事した時

9

看護師
特定行為を行うことができる看護師が特定行為
を行った時

職員

１時間につき4,000円

勤務１回につき２００円

レントゲンの撮影、透視の作業した時 日額250円

672,724

特別診療手当

１日につき120円

月額100,000円

手当の名称

77.91

医師又は助産師

離島の病院で診療その他医療に従事した時

分娩に立ち会い分娩管理に従事した時

月額150,000円

薬剤師

保健師、助産師、看護師、准看護師
深夜（午後10時から翌日午前5時）まで看護等
の業務に従事した時

月額50,000円

１件につき20,000円

１回9,000円
（時間数により減額有）

医師 勤務時間外の重傷患者の診療等に従事した時

分娩手当

離島医師医療従事手当

救急作業に出動した時

消防職員

隠岐病院に勤務する医師が本土医療機関へ
の緊急患者搬送において航空機等に同乗した
時

防疫作業等従事手当

離島薬剤師医療従事手当 離島の病院で医療に従事した時

放射線技師

左記職員に対する支給単価

135,218

主な支給対象業務主な支給対象職員

診療に従事した時医師

放射線業務従事手当

勤務１回につき３００円火災出動手当

救急業務手当

特定行為手当

救急出動手当

1回につき30,000円

勤務１回につき３１０円

１行為につき月額1,500円

緊急搬送同乗手当

医師及び管理職員１時間2,000円
その他の職員1時間800円

結核患者看護手当

火災消火に出動した時

夜間看護手当

救急救命士

結核患者の看護に従事した時

災害出動手当

救急救命士以外の消防職員

消防職員

看護師、准看護師

医師

診療手当

研究手当

１勤務日につき２００円

16

勤務時間外の救急業務に従事した時

医師

隠岐病院職員

月額30,000円
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　④ その他の手当（令和７年４月１日現在）

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

千円 円

　　　（注）２　支給職員一人当たり平均支給額は、給与実態調査の数値です。

特地勤務手当

支給対象及び
支給額が異なる

住居手当

510,429

29,266同じ

同じ

配偶者　3,000円　子　11,500円
配偶者以外の扶養親族　6,500円
特定期間（満16歳年度初めから満22
歳年度末）の子の加算　5,000円

国の制度
との異同

交通用具の区分
及び距離の区分
が異なる

率が異なる 14,292

内容及び支給単価
国の制度

と異なる内容
手　当　名

時間外勤務手当

借家・借間居住者
（最高支給限度額　28,000円）
①家賃27,000円以下の場合
　家賃-16,000円
②家賃27,000円を超える場合
　(家賃-27,000円)×1/2+11,000円

14,024

異なる

異なる

１時間当りの給
与額算出方法が
異なる

264,600

隠岐郡外に派遣勤務時及び島前島後
間の異動時　給料の80/100上限

14,216医師　30,000円

課長級　定額　41,600円～49,900円
医師　定額　150,000円～250,000円

夜間勤務手当 異なる

扶養手当

休日勤務の勤務時間数×勤務１時間
当りの給与額×125/100～150/100

73,862

13,595
夜間勤務（午後10時から翌午前5時ま
で）の勤務時間数×勤務１時間当りの
給与額×25/100

管理職手当

1,292,320

１時間当りの給
与額算出方法が
異なる

宿日直手当

休日勤務手当

異なる

時間外勤務の勤務時間数×勤務1時
間当りの給与額×125/100～150/100

同じ

異なる

支給対象及び
支給額が異なる

初任給調整手当

720,643

75,309

53,260

97,89913,314

254,487

支給実績
（令和６年度実績）

支給職員1人当たり

（令和６年度実績）

平均支給年額

異なる

医師、歯科医師等採用の困難な職種
に支給　月額15,000円～200,000円

異なる

通勤手当

1,292,320単価が異なる

交通機関利用者
　最高支給限度額　55,000円
交通用具（自動車等）利用者
　2㎞～25km以上　4,000円～27,400
円

372,819

20,178

2,536,190

16,988
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４　特別職の報酬等の状況（令和７年４月１日現在）

給
料

月額 円

期
末
手
当

（算定方式）
  530,000円×在職年数×243/100
（1期の手当額） （支給時期）
　5,151,600円 　 任期毎

５　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１） 勤務日　　月曜日～金曜日

（２） 勤務時間　　午前８時30分～午後５時15分

（３） 休憩時間　　午後０時00分～午後１時00分

※勤務部所（病院等）では、交代制勤務により上記とは異なる勤務時間が適用される場合があります。

６　職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）分限処分者数（令和６年度実績）

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

（２）懲戒処分者数（令和６年度実績）

1 人 0 人 0 人 1 人 2 人

７　職員の服務の状況

（１）地方公務員の服務規律の概要

　すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務することと、全力を挙げて職務の遂行に専念しなければならない

ことを根本原則としています。

　具体的には、法令や上司の職務上の命令に従う義務、信用を傷つけたり不名誉な行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念

する義務、政治的行為の制限、ストライキなどの争議行為の禁止、営利企業に従事することなどの制限などです。

（２）服務規律確保のためにとった措置の概要

　職員に対して文書により服務規律の確保を喚起するとともに、所属長による管理監督の徹底を図り、職員が高い倫理観のもと

適正に職務を遂行するよう取り組みました。

（３）営利企業等の従事の状況

　従事した事実はありません。

８　職員の休業の状況

1 人 0 人 1 人

15 人 15 人 0 人

3 人 3 人 0 人

内）男性数

私傷病による休職

育児休業

取得者数 内）女性数

副 広 域 連 合 長

処分者数

部分休業

合計減給

退
職
手
当

副 広 域 連 合 長

報 酬 額 等

副 広 域 連 合 長 530,000

休職 降給 合計

戒告

区分

区分 免職停職

処分者数

休職等の種類

 3.35月分

区 分

降任 免職
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９職員の退職管理の状況

　地方公務員法第38条の２及び職員の退職管理に関する規則の規定による、再就職者からの要求又は依頼を受けた職員による

届出については、０件でした。

１０　職員の研修の状況

（１）職場研修（令和６年度実績）

　職場研修では、職員一人一人の能力開発と組織の活性化を図るため、島根県自治研修所での研修を始め、各所属所において

研修を実施しています。ここでは、島根県自治研修所での受講者数をお知らせします。

新規採用職員研修 2 人

管理監督者第Ⅰ課程研修（新任係長研修） 1 人

管理監督者第Ⅲ課程研修（新任課長研修） 2 人

中堅職員研修 1 人

中堅職員等必修選択研修 3 人

（２）派遣研修（令和６年度実績）

　令和６年度は、派遣研修を行っておりません。

１１　職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）公務災害補償の認定状況（令和６年度実績）

地方公務員災害補償基金 針刺し、打撲、液体曝露等 6 件

（２）健康診断実施状況（令和６年度実績）

定期健康診断 177 人

人間ドック 75 人

（３）健康管理研修会等（令和６年度実績）

メンタルヘルス研修会 2 回

（４）福利厚生事業（令和６年度実績）

職員厚生会　島まつりパレード参加 1 回

※その他、島根県市町村職員共済組合及び互助会による短期・長期給付事業、福祉事業が実施されています。

（５）勤務条件に関する措置の要求の状況

令和６年度中の措置要求はありません。

（６）不利益処分に関する不服申し立ての状況

令和６年度中の不服申し立てはありません。

実施回数

対象者

実施回数

受診者数

対象者

全職員

受講者数研　修　名

公費負担額
（令和６年度決算額）

事業の概要・目的

市町村職員の相互救済及び福利厚生の増進を図る為、医療費給付、公務災害
見舞金、施設利用助成等を行うものです。

職員の健康保持及び親睦を図るため、イベントの企画や行事への参加を行うもの
です。

2,221

千円

千円

150

区　分

希望者

島根県市町村職員互助会

隠岐広域連合職員厚生会

希望者

区　分 対象者

全職員

区　分

互助会名

区　分

件　数内　容
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